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2022年４月号（第737号）より
「かごしま労働者福祉だより」の
紙面をリニューアルいたします！

　従来の右綴じ右開きから、
　左綴じ左開きへ
　これからもご愛読のほど
　よろしくお願いいたします。
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こ
の
コ
ラ
ム
の

表
題
は
「
噴

火
口
」。「
桜

島
」
に
ち
な
ん

で
付
け
た
の
だ

ろ
う
と
思
う
の

は
、わ
た
し
ば
か
り
で
は
な
い
は
ず

だ
。
鹿
児
島
市
内
で
い
つ
も
眺
め

て
い
る
と
桜
島
だ
と
決
め
つ
け
る
の

だ
が
、霧
島
山
、開
聞
岳
、口
永
良

部
島
、
諏
訪
之
瀬
島
な
ど
を
思
う

方
も
多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か 

▼
県
内
に
は
過
去
１
万
年
以
内
に

噴
火
し
た
火
山
や
現
在
活
発
な
噴

気
活
動
が
あ
る
火
山
、い
わ
ゆ
る

「
活
火
山
」
が
11
あ
る
。
米
丸
・
住

吉
池
（
姶
良
市
）
や
若
尊
（
錦
江

湾
）
な
ど
一
見
、山
と
は
思
え
な
い

活
火
山
も
存
在
す
る
▼
と
こ
ろ
で
、

昨
年
８
月
に
全
国
１
１
１
（
北
方

領
土
を
含
む
）
あ
る
活
火
山
の
１

つ
福
徳
岡
ノ
場（
小
笠
原
諸
島
）で
、

海
底
噴
火
が
発
生
し
た
。
噴
煙
の

高
さ
が
16
㎞
に
お
よ
ぶ
戦
後
最
大

級
の
噴
火
と
い
わ
れ
る
。
噴
出
さ

れ
た
大
量
の
軽
石
が
沖
縄
、
奄
美

な
ど
に
漂
着
し
、
漁
業
・
観
光
な

ど
多
方
面
に
影
響
を
お
よ
ぼ
し
た 

▼
コ
ロ
ナ
禍
も
あ
り
、地
元
住
民
は

大
打
撃
を
被
っ
た
。
様
々
な
対
策

は
講
じ
ら
れ
た
が
、影
響
は
い
ま
だ

に
続
く
。
１
０
０
０
年
に
１
度
と

も
い
わ
れ
る
ト
ン
ガ
沖
で
の
海
底

火
山
噴
火
な
ど
、自
然
の
前
で
は
人

は
無
力
だ
が
、コ
ラ
ム
「
噴
火
口
」

が
続
く
未
来
へ
、あ
ら
た
め
て
火
山

と
の
共
生
を
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。

下町会長のあいさつ

感
染
対
策
を
講
じ
つ
つ
、「
マ
リ
ン

パ
レ
ス
か
ご
し
ま
」
で
１
０
８
人
の

参
加
者
の
も
と
に
「
連
合
鹿
児
島

新
春
旗
開
き
」
な
ら
び
に
「
新
春

講
演
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　「
新
春
旗
開
き
」
で
は
、連
合
鹿

児
島
を
代
表
し
て
あ
い
さ
つ
に
立
っ

た
下
町
会
長
は
、ま
ず
、コ
ロ
ナ
禍

の
経
済
か
ら
の
脱
却
と
働
く
者
・

生
活
者
の
視
点
に
立
っ
た
強
靭
な

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
実
現
と
、世

界
的
に
加
速
し
て
い
る
Ｇ
Ｘ
（
グ

リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
、）
や
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン

ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
へ
の
対
応

を
訴
え
ま
し
た
。

　
ま
た
、
①
多
様
な
働
く
人
を
包

み
込
む
労
働
組
合
の
拡
大
に
よ
る

「
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
ワ
ー
ク
」
の
実
現
、

②
あ
ら
ゆ
る
差
別
の
根
絶
や
「
ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
」、
③
未
来
の
社
会
・

経
済
の
原
動
力
で
あ
る
「
人
へ
の

投
資
」
を
求
め
る
「
２
０
２
２
未

来
づ
く
り
春
闘
」、④
第
26
回
参
議

院
議
員
選
挙
に
お
け
る
組
織
内
候

補
者
の
勝
利
な
ど
、
連
合
鹿
児
島

で
の
喫
緊
の
課
題
に
触
れ
た
の
ち
、

最
後
に
「
鹿
児
島
県
内
の
全
て
の

働
く
人
・
生
活
者
の
先
頭
に
立
ち

『
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
、
安
心
社

会
、
鹿
児
島
』
へ
、一
歩
で
も
１
ミ

リ
で
も
近
づ
く
よ
う
に
挑
ん
で
い

く
」
と
の
、新
年
に
あ
た
っ
て
の
決

意
を
述
べ
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
、
鹿
児
島
県
労
働
者

福
祉
協
議
会
と
連
合
鹿
児
島
で
共

催
さ
れ
た
「
新
春
講
演
会
」
で
は
、

鹿
児
島
大
学
法
文
学
部
「
平
井 

一

臣
」
教
授
を
講
師
に
招
い
て
、「
日

本
政
治
の
現
在
地
と
今
後
の
展
望
」

と
題
し
て
、①
政
治
改
革
の
は
じ
ま

り
や
歴
史
、
②
自
公
政
権
の
長
期

化
と
野
党
分
立
、
③
国
際
政
治
の

緊
張
化
な
ど
、
私
た
ち
を
取
り
巻

く
政
治
状
況
の
変
遷
や
課
題
を
提

起
さ
れ
、
最
後
に
連
合
に
対
す
る

苦
言
と
激
励
を
述
べ
ら
れ
て
講
演

会
は
終
了
し
ま
し
た
。

　
鹿
児
島
県
労
働
者
福
祉
協
議

会
、
連
合
鹿
児
島
と
連
合
鹿
児
島

地
域
協
議
会
は
、１
月
６
日
（
木
）

15
時
よ
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

『
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
、安
心
社
会
、鹿
児
島
』
へ

２
０
２
２
新
春
旗
開
き
・
講
演
会
を
開
催

「全国一斉集中労働相談ホットライン」
～みんなの力で職場を改善しませんか～

2022年２月

24日（木）～
　　25日（金）
10時～19時

連合なんでも労働相談ホットライン

0120-154-052
フ リ ー ダ イ ヤ ル い    こう     よ れん   ごう     に

日本労働組合総連合会（連合）http://www.jtuc-rengo.or.jp/

相談無料一人で悩まず、相談しませんか？
秘密厳守

携帯・
スマホからも

OK
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２
０
２
１
年
11
月
27
日
、
指
宿
市

開
聞
町
に
お
い
て
、
鹿
児
島
支
店
と

鹿
児
島
県
庁
支
店
の
４
地
域
推
進
委

員
会
合
同
に
よ
る
推
進
活
動
強
化
費

イ
ベ
ン
ト
『
じ
ゃ
が
い
も
掘
り
＆
ろ

う
き
ん
を
知
っ
て
も
ら
お
う
会
』
を

開
催
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
も
あ
り
、
開

　
霧
島
支
店
で
は
、
店
推
進
委
員
会

と
青
年
・
女
性
推
進
委
員
会
と
の
合

同
開
催
に
て
、昨
年
12
月
18
日
に「
い

お
ワ
ー
ル
ド
鹿
児
島
水
族
館
」
の
夜

間
貸
切
ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
年
は
九
州
ろ
う
き
ん
が
設
立
20

周
年
を
迎
え
る
節
目
の
年
で
あ
り
、

日
頃
の
ご
支
援
に
対
す
る
感
謝
と
ろ

う
き
ん
を
さ
ら
に
知
っ
て
い
た
だ
く

機
会
に
し
た
く
企
画
し
ま
し
た
。

　
大
口
支
店
が
同
様
の
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
て
お
り
、
ノ
ウ
ハ
ウ
の
多
く

を
提
供
し
て
も
ら
い
準
備
を
進
め
ま

催
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、
感
染
拡

大
が
一
定
に
収
ま
り
を
見
せ
、
緊
急

事
態
宣
言
や
ま
ん
延
防
止
措
置
が
解

除
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
万
全
の
感

染
防
止
策
を
講
じ
た
う
え
で
開
催
に

踏
み
切
り
ま
し
た
。
当
日
は
澄
み

切
っ
た
青
空
の
下
、
間
接
構
成
員
と

そ
の
ご
家
族
、
約
３
０
０
名
が
参
加

し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
が
未
だ
完
全
収
束

し
て
い
な
い
状
況
下
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
予
定
人
数
を
大
き
く
上
回
る
３

４
９
名
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
、
無

事
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
水
族
館
を
貸
切
に
し
て
、
イ
ル
カ

の
時
間
（
動
物
保
護
の
観
点
か
ら
イ

ル
カ
シ
ョ
ー
と
は
言
い
ま
せ
ん
）
に

目
を
見
張
り
、
日
頃
見
る
こ
と
の
で

き
な
い
大
水
槽
な
ど
の
バ
ッ
ク
ヤ
ー

ド
も
見
学
で
き
、
そ
し
て
何
よ
り
ご

家
族
一
緒
に
ク
リ
ス
マ
ス
前
の
土
曜

の
夜
を
特
別
な
時
間
に
し
て
い
た
だ

け
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
受
付
や
、
司
会
進
行
、
さ

ら
に
は
東
推
進
委
員
長
手
作
り
の
ろ

う
き
ん
ア
ピ
ー
ル
プ
レ
ー
ト
な
ど
推

進
委
員
の
皆
様
の
ご
協
力
に
加
え
、

佐
々
木
館
長
以
下
水
族
館
ス
タ
ッ
フ

の
方
々
の
対
応
も
非
常
に
心
温
ま
る

も
の
で
し
た
。
さ
ら
に
イ
ケ
ダ
パ
ン

労
組
さ
ん
や
土
佐
屋
労
組
さ
ん
か
ら

も
、
美
味
し
い
パ
ン
や
お
菓
子
を
ご

提
供
い
た
だ
き
、
参
加
さ
れ
た
皆
様

じゃがいも掘りの様子

イルカの時間

イルカの時間を満喫する参加者の
みなさん

マネープラン学習会

「
じ
ゃ
が
い
も
掘
り
＆
ろ
う
き
ん
を
知
っ
て
も
ら
お
う
会
」
を
開
催

鹿
児
島
支
店
・
鹿
児
島
県
庁
支
店
4
地
域
推
進
委
員
会
合
同
イ
ベ
ン
ト

「
い
お
ワ
ー
ル
ド
鹿
児
島
水
族
館
貸
切
ツ
ア
ー
」

霧
島
支
店
推
進
委
員
会
・
青
年
女
性
推
進
委
員
会
合
同
イ
ベ
ン
ト

し
、
鎌
田
鹿
児
島
地
域
推
進
委
員
長

の
号
令
と
と
も
に
、
じ
ゃ
が
い
も
掘

り
を
楽
し
み
ま
し
た
。
そ
の
後
、
場

所
を
開
聞
山
麓
ふ
れ
あ
い
公
園
に
移

し
、
マ
ネ
ー
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
学
習

を
し
た
後
、抽
選
会
を
行
い
ま
し
た
。

地
元
開
聞
町
の
米
や
野
菜
が
当
た
る

抽
選
会
で
は
、
徳
留
鹿
児
島
地
域
事

務
局
長
の
軽
妙
な
進
行
の
も
と
、
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
感
染
防

止
対
策
の
た
め
、
参
加
者
間
の
交
流

を
深
め
る
と
は
い
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
参
加
者
の
み
な
さ
ま
は
、
両

手
に
じ
ゃ
が
い
も
や
野
菜
を
ぶ
ら
下

げ
、
ほ
く
ほ
く
の
笑
顔
で
帰
路
に
つ

き
ま
し
た
。

に
大
変
好
評
で
し
た
。

　
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
で
「
楽
し
い
一

日
で
し
た
！
」「
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
！
」
と
い
う
言

葉
を
た
く
さ
ん
の
方
々
か
ら
い
た
だ

い
た
こ
と
で
私
た
ち
も
感
激
し
、
ま

た
明
日
か
ら
頑
張
ろ
う
と
い
う
原
動

力
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
「
は
た
ら
く
人
と
、

地
域
社
会
と
、
未
来
へ
つ
な
が
る
！

九
州
ろ
う
き
ん
」で
あ
り
続
け
た
い
、

改
め
て
そ
う
思
わ
さ
れ
た
特
別
な
一

日
に
な
り
ま
し
た
。
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　定員15名以下の店舗では、昼の時間帯の交代勤務制により、少人数で窓口応対を行うことから、お客さまをお
待たせする場合があることや、防犯上も十分な体制がとれないことが課題となっています。そのため、昼時間帯
に窓口を一時休業する「昼休業制」を導入することで、営業時間帯は充実した窓口体制を確保することができ、
お客さまに安心してご利用いただける環境をご提供させていただきます。
　今後とも、ご愛顧賜りますよう、お願い申し上げます。

　
12
月
24
日
（
土
）
徳
之
島
総
合
運

動
公
園
で
、
徳
之
島
支
店
推
進
委
員

会
と
青
年
・
女
性
推
進
委
員
会
の
合

同
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
日

頃
か
ら
ろ
う
き
ん
運
動
を
支
え
て
頂

い
て
い
る
多
く
の
会
員
の
皆
様
と
そ

の
家
族
に
参
加
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。
ク
リ
ス
マ
ス
時
期
に
も
関
わ
ら

ず
、
子
供
も
含
め
46
名
の
幅
広
い
年

齢
層
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
イ

ベ
ン
ト
当
日
は
風
も
強
く
、
時
折
小

雨
も
降
る
な
ど
あ
い
に
く
の
天
候
で

し
た
が
、
初
め
て
プ
レ
ー
す
る
方
も

い
ら
っ
し
ゃ
る
な
か
、
ス
ー
パ
ー
プ

レ
ー
が
飛
び
出
す
な
ど
大
き
な
盛
り

上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。

　
プ
レ
ー
後
の
集
計
を
し
て
い
る
時

間
を
活
用
し
て
金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
向

上
セ
ミ
ナ
ー
と
題
し
、
お
金
に
関
す

参加者全員で写真撮影

「
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
」
を
開
催

徳
之
島
支
店
推
進
委
員
会
・
青
年
女
性
推
進
委
員
会
合
同
イ
ベ
ン
ト

る
学
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
学
習

会
で
は
、
身
近
に
あ
る
お
金
に
ま
つ

わ
る
ト
ラ
ブ
ル
と
し
て
生
活
必
需
品

で
あ
る
携
帯
電
話
の
分
割
払
い
遅
れ

が
引
き
起
こ
す
問
題
や
、
就
職
・
結

婚
・
出
産
・
教
育
・
マ
イ
ホ
ー
ム
取

得
と
い
っ
た
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
に
備

え
た
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
の
重
要
性
に
つ

い
て
多
く
の
参
加
者
の
方
が
興
味
を

持
っ
て
話
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　
長
引
く
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

も
あ
り
交
流
が
難
し
い
状
況
が
続
い

て
い
ま
す
が
、
2
年
ぶ
り
の
イ
ベ
ン

ト
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
会
員
間
の

垣
根
を
超
え
た
親
睦
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

大きな盛り上がりを見せた
グラウンドゴルフ

「昼休業制」実施概要

１．対象店舗
　�鹿屋支店・川内支店・加世田支店・出水支店・
鹿児島南支店・霧島支店・種子島支店・
　志布志支店・徳之島支店
　※�鹿児島県庁支店は、2020年4月1日より昼休業制

を導入しています。
　※�大口支店は、2021年4月1日より昼休業制を導入

しています。
２．開始日
　2022年4月4日（月）
３．昼休業時間帯
　◦�お客さまの来店状況を勘案し、利便性に影響
の少ない時間帯とします。

　◦�会員・組合員のみなさまのお昼休みの時間帯と重なら
ない時間設定とします。

昼休業時間　11：00　～　12：00

４．その他事項
　◦�休業時間帯は自動ドアを閉めさせていただきます。
　◦�店舗隣接のＡＴＭは休業時間帯も引き続きご利用いた
だけます。

　◦�ろうきんダイレクト（インターネットバンキング）で
も各種お手続きをご利用いただけます。

　◦�窓口休業の時間帯は、営業店の電話を留守番電話へ切
り替えさせていただきます。

会員・組合員の皆さまのご理解とご協力をお願いいたします。

「昼休業制」対象店舗を拡大します　～2022年4月4日（月）より実施～
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新型コロナウイルス感染症に関するご案内

こくみん共済 coop が「Japan Branding Awards 2021」の「Winners」を受賞！

　この度の新型コロナウイルス感染症で影響を受けられた皆さまに、心よりお見舞い申し上げます。
　また、被患されている方々におかれましては、一日も早いご回復をお祈り申し上げます。

■死亡共済金の取り扱いについて
　新型コロナウイルス感染症を直接の原因として死亡・当会所定の重度障がいの状態（一部の保障は後遺障がい）
に該当した場合には、災害死亡共済金等のお支払いの対象になります。

■入院共済金の取り扱いについて
　新型コロナウイルス感染症は、入院共済金の対象となる「疾病」に該当します。
　検査による結果が、陽性・陰性にかかわらず、医師の指示で医療機関に入院された場合は、病気による入院共済
金のお支払いの対象になります。
　また、新型コロナウイルス検査の結果が陽性で、入院による治療が必要であったにもかかわらず、医療機関の事
情により、臨時施設（病院と同等とみなせる施設）に入所もしくは自宅にて療養し、医師の治療を受けている場合
等も、医師の証明書等をご提出いただくことでお支払い対象になります。

■共済金のご請求手続きについて 
　ホームページまたはお電話にてお手続きいただけます。

　共済金センター　 0120-580-699 

　受付時間：平日・土曜日　 9：00～17：00
　　　　　　　 （日曜・祝日・年末年始はお休み） 
　※電話番号のお掛け間違いにはご注意ください。 　

　こくみん共済 coop は、2021年12月14日（火）、株式会社インターブランドジャパンが主催する「Japan 
Branding Awards 2021」にて、優れたブランディング活動を実行している組織に贈られる「Winners」を受賞
しました。当会は、今後も多くの方に共感いただけるブランドを目指してまいります。

　社会や時代が変化する中、当会では、伝えたい価値が社会や組合員
に正しく伝わっていないという課題認識のもと、当会の提供価値を正
しく理解・共感してもらい、より愛され、親しまれる存在となるため
「2018年度～2021年度中期経営政策（New-Zetwork）」にブラン
ディング活動を組み込み、2019年6月から新ブランド「こくみん共済 
coop」として始動。まずは内部へのブランド価値の浸透を図るとと
もに、外部には、「たすけあいの輪をむすぶ」を合言葉に、社会や組合
員とのあらゆる接点場面においてブランドを発信・体現すべく取り組
みを進めてきました。こうした活動が、職員の意識・行動変化を促し、
組合員の体験価値の向上や、社会価値の提供に向けた様々な取り組み
に対する有識者からの評価にも繋がりました。

公式キャラクター
ピットくん

【共済金請求受付ページ】

＜Japan Branding Awards＞
優れたブランディングを実行している組織（企業・団体、事業、
製品・サービス）を評価し、その活動内容を紹介、社会に広く共
有することで、ブランド戦略を展開する企業・団体のさらなる成
長の支援を目的に株式会社インターブランドジャパンが2018年
に創設したアワードです。
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　「社会貢献付 エコ住宅専用 住まいる共済」は、火災や自然災害に備える「住まいる共済」の保障の内容はそのま
まに、こくみん共済 coop が指定するエコ設備を設置し使用している住宅（エコ住宅）にお住まいの方が加入で
きる、地球環境にやさしく、掛金が割引となるプランです。
　掛金の割引によってエコ住宅の普及を支援すること、そして契約状況および毎年の決算実績に応じて環境活動団
体へ寄付することで、組合員の皆さまとともに社会へ貢献することを目的に、創立50周年記念事業の一環として開
発し、2008 年１月から実施しています。
　以下のいずれかの設備を設置し使用している住宅におかれましてはぜひご確認ください。

・太陽光発電システム				    　　・自然冷媒ヒートポンプ式電気給湯器（例　エコキュート）
・家庭用燃料電池（例　エネファーム）	 　　・高効率石油給湯器（例　エコフィール） 
・オール電化住宅の電気設備			   　　・潜熱回収型給湯器（例　エコジョーズ）
・家庭用ガスコージェネレーションシステム（例　エコウィル）

　
こ
く
み
ん
共
済 coop 

は
２
０
０
８
年
か
ら「
社
会
貢
献
付 

エ
コ
住
宅
専
用 

住
ま
い
る
共
済
」

の
契
約
状
況
お
よ
び
毎
年
の
決
算
実
績
に
応
じ
て
、環
境
活
動
団
体
へ
の
寄
付
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
こ
の
寄
付
の
う
ち
、公
益
社
団
法
人 

国
土
緑
化
推
進
機
構
が
実
施
す
る｢

緑
の
募
金｣

へ
の

寄
付
（
２
０
２
１
年
５
月
実
施
）
に
対
し
、２
０
２
１
年
12
月
１
日
（
水
）、農
林
水
産
大
臣
よ

り
感
謝
状
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
当
会
は
、今
後
も
組
合
員
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
環
境
保
全
に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■
寄
付
金
の
使
途
お
よ
び
こ
く
み
ん
共
済 coop 

と
の
関
わ
り

　
２
０
１
７
年
よ
り
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
海
岸
防
災
林
（
宮
城
県
・
岩
沼
地
区
）
の
再

生
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
国
土
緑
化
推
進
機
構
・
組
合
員
・
協
力
団
体
の
皆
さ
ま
と
協
力

し
、合
計
１
６
０
０
本
（
０
．
３
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
の
ク
ロ
マ
ツ
苗
を
植
樹
し
、継
続
的
に
間
伐
・

育
樹
に
取
り
組
ん
で
お
り
、本
活
動
に
は
「
緑
の
募
金
」
の
一
部
が
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
土
緑
化
推
進
機
構「
緑
の
募
金
」へ
の
寄
付
に
対
し

農
林
水
産
大
臣
よ
り
感
謝
状
を
い
た
だ
き
ま
し
た

▶
（
右
）
こ
く
み
ん
共
済 coop　

廣
田
理
事
長

　

 

（
左
）
林
野
庁　
天
羽
長
官

▶
東
日
本
大
震
災
復
興
事
業

【ご案内ページ】
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ニュース・
ワード

で
、
迅
速
な
救
援
・
復
旧
活
動
に

利
用
で
き
ま
す
。
ま
た
、
数
多
く

の
観
光
地
が
あ
る
三
陸
沿
岸
地
域

の
観
光
の
振
興
や
、
水
産
物
流
通

の
活
発
化
な
ど
に
寄
与
す
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ク
イ
ズ
を
解
く
な
か
で
、
分
か
ら

な
い
問
題
の
ヒ
ン
ト
を
も
ら
う
の

に
、
職
場
の
方
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
き
っ
か
け
に
な
り
ま
す
。

あ
り
が
た
い
で
す
。 
（
枕
崎
市
）

　
ろ
う
き
ん
の
定
期
預
金
を
久
し
ぶ

り
に
見
て
び
っ
く
り
�
　
思
っ
て
い

た
以
上
に
貯
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
天

引
き
に
感
謝
♡
手
元
に
あ
る
お
金
は

か
っ
た
の
で
ネ
ッ
ト
か
ら
は
読
め

な
く
な
っ
た
の
か
…
�
　
と
心
配

し
ま
し
た
。 

（
鹿
屋
市
）

　
い
ろ
い
ろ
な
地
区
・
地
域
の
活

動
等
の
情
報
は
面
白
く
楽
し
く
見

て
ま
す
。
健
康
・
メ
ン
タ
ル
は
参

考
に
な
り
ま
す
。 

（
鹿
屋
市
）

　
今
年
も
大
変
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
来
年
も
全
問
正
解
を
目
指

し
て
頑
張
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。 

（
大
崎
町
）

　「
ニ
ュ
ー
ス
・
ワ
ー
ド
」
は
、

と
て
も
役
立
つ
情
報
な
の
で
、
こ

れ
か
ら
も
お
願
い
し
ま
す
。

（
鹿
児
島
市
）

三陸沿岸道路
　

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
を
縦
断

す
る
自
動
車
専
用
道
路
。
三
陸
復
興

に
向
け
た
国
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、

「
復
興
道
路
」
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。

宮
城
県
仙
台
市
と
青
森
県
八
戸
市
を

結
ぶ
全
線
（
約
３
５
９
キ
ロ
）
が

２
０
２
１
年
12
月
18
日
に
開
通
し
ま

し
た
。
仙
台
～
八
戸
間
の
所
要
時
間

は
震
災
前
の
８
時
間
35
分
か
ら
約
３

時
間
20
分
短
縮
さ
れ
、
５
時
間
13
分

に
。
一
部
を
除
き
原
則
無
料
。

　

津
波
浸
水
区
域
を
回
避
し
て
建
設

さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
津
波
な
ど
大

規
模
災
害
発
生
時
に
も
通
行
可
能

読
　
者

か
ら
の

声

271

す
ぐ
使
っ
て
し
ま
う
の
で
…
（
笑
）。

 

（
枕
崎
市
）

　
協
会
に
つ
い
て
詳
し
く
知
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
発
行
さ
れ
て
い
る
た

よ
り
で
活
動
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。 

（
霧
島
市
）

　
労
金
の
コ
ン
ビ
ニ
Ａ
Ｔ
Ｍ
利
用
手

数
料
￥
0
は
と
て
も
有
難
い
で
す
。

来
年
か
ら
年
金
を
受
給
す
る
の
で
労

金
に
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。 

（
鹿
児
島
市
）

　
毎
月
ネ
ッ
ト
で
労
福
協
だ
よ
り
を

楽
し
く
読
ん
で
い
ま
す
。
い
つ
も
は

15
日
に
開
く
と
最
新
号
が
読
め
ま
す

が
、
今
月
は
な
か
な
か
反
映
さ
れ
な

セルフコンパッション
でうまくいく！

臨床心理士　山藤奈穂子
「
あ
な
た
が
◯
◯
さ
え
し
て
く

れ
れ
ば
、
こ
ん
な
気
持
ち
に
な

ら
な
い
の
に
」
と
訴
え
ま
す
。

　
家
族
、
友
人
、
同
僚
、
上
司

と
部
下
な
ど
、
ど
ん
な
関
係
で

も
同
じ
で
す
。
例
え
ば
、
Ｄ
Ｖ

で
は
「
お
前
が
俺
の
言
う
こ
と

を
聞
か
な
い
か
ら
、
俺
は
怒
る

ん
だ
。
お
前
の
せ
い
だ
」
と
い

う
の
が
常
と
う
句
で
す
。
親
子

の
虐
待
で
も
、
子
ど
も
は
「
自

分
が
い
い
子
で
さ
え
い
れ
ば
親

は
怒
ら
な
い
。
殴
ら
れ
る
の
は

自
分
が
悪
い
か
ら
だ
」
と
自
分

を
責
め
ま
す
。
パ
ワ
ハ
ラ
の
被

害
に
あ
っ
た
時
も
、
優
し
い
人

ほ
ど
「
自
分
が
ミ
ス
を
し
な
け

れ
ば
怒
鳴
ら
れ
な
い
は
ず
だ
。

悪
い
の
は
自
分
だ
」
と
罪
悪
感

に
か
ら
れ
ま
す
。

　
人
は
脅
威
を
感
じ
、
闘
争
も

逃
走
も
で
き
な
い
場
面
で
は
、

ス
ト
レ
ス
ホ
ル
モ
ン
の
作
用
に

よ
っ
て
、
心
身
が
ま
ひ
し
て
凍

り
付
く
反
応
を
示
し
ま
す
。
逃

げ
ら
れ
る
状
況
で
も
身
体
が
動

か
な
く
な
る
の
で
す
。

　
逃
げ
る
た
め
に
、
ど
う
か
専

門
家
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
は
大
切
な
存
在
で
、
守

ら
れ
る
べ
き
価
値
の
あ
る
人
で

う
。
逃
げ
て
も
い
い
の
で
す
。

　
有
害
な
人
間
関
係
を
我
慢

し
て
続
け
て
い
ま
せ
ん
か
？

　
そ
の
特
徴
は
こ
う
で
す
。

あ
る
人
と
会
っ
た
あ
と
、「
自

分
が
悪
い
か
ら
、
相
手
は
怒

る
ん
だ
／
不
機
嫌
に
な
る
ん

だ
／
悲
し
む
ん
だ
／
が
っ
か

り
す
る
ん
だ
」
と
自
責
の
念

が
起
こ
り
ま
す
。
た
だ
の
嫌

な
人
や
悪
い
人
な
ら
離
れ
た

り
諦
め
た
り
も
で
き
ま
す
。

で
も
、
有
害
な
関
係
で
は
相

手
は
あ
な
た
に
精
神
的
に
依

存
し
て
い
る
の
で
、
あ
な
た

が
離
れ
て
い
か
な
い
よ
う
に

操
作
し
ま
す
。
あ
な
た
に
怒

り
や
不
機
嫌
を
ぶ
つ
け
、
大

げ
さ
に
た
め
息
を
つ
い
た
り

悲
し
い
顔
を
し
た
り
し
て
、

�有害な関係からは逃げていい
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第
7
回
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大

会
を
、
11
月
25
日
（
木
）
姶
良
市
加

治
木
町
の
「
陶
芸
ラ
ン
ド
」
で
、
姶

良
伊
佐
地
域
労
福
協
と
連
合
姶
良
伊

佐
退
職
者
会
と
の
共
催
で
開
催
し
ま

し
た
。
参
加
者
は
66
人
で
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
予
防
対
策
を

し
っ
か
り
と
し
て
開
催
し
よ
う
と
取

り
決
め
、
参
加
者
は
マ
ス
ク
を
着
用

し
、
お
互
い
の
距
離
に
気
を
付
け
な

が
ら
プ
レ
ー
し
ま
し
た
。
天
気
も
ぽ

か
ぽ
か
陽
気
で
、
プ
レ
ー
を
し
て
い

る
と
汗
ば
む
く
ら
い
の
ち
ょ
う
ど
い

い
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
日
頃
の
練
習
の
成
果
か
、
ホ
ー
ル

イ
ン
ワ
ン
も
た
く
さ
ん
出
て
、
１
人

で
２
回
出
し
た
人
が
２
人
も
い
ま
し

た
。
優
勝
は
今
西
健
二
さ
ん
（
姶
良マスク着用で距離をとってのプレーでした

スタート前に全員で記念撮影

　
11
月
27
日
（
土
）
薩
摩
川
内
市
樋

脇
町
の
「
グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
カ
ン
ト

リ
ー
ク
ラ
ブ
」
で
、
北
薩
地
域
労
福

協
主
催
第
７
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル

フ
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
８
組
31

人
が
参
加
し
、
楽
し
く
プ
レ
ー
し
ま

し
た
。

　
こ
の
日
は
朝
か
ら
天
気
も
良
く
、

絶
好
の
ゴ
ル
フ
日
和
に
な
り
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
様
々
な
行
事
が
中

止
と
な
る
中
、
屋
外
で
の
行
事
で
あ

る
こ
と
か
ら
開
催
し
ま
し
た
が
、
受

付
時
や
表
彰
式
も
対
策
を
万
全
に
対

応
し
ま
し
た
。

個
人
の
部
の
優
勝
は
、
下
入
佐
洋
さ

ん
（
電
力
総
連
）、
団
体
の
部
の
優

勝
も
、
電
力
総
連
Ａ
チ
ー
ム
（
下
入

佐
洋
、
宮
下
泰
行
、
澤
野
伸
洋
、
木

原
康
二
の
各
氏
）
で
し
た
。
表
彰

式
で
は
、
労
金
賞
や
こ
く
み
ん
共
済

coop

賞
を
設
定
し
、
抽
選
を
行
い
ま

し
た
。
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
の
カ
ン
ボ

ジ
ア
教
育
支
援
募
金
は
、
シ
ョ
ー
ト

ホ
ー
ル
で
ワ
ン
オ
ン
し
な
か
っ
た
罰

金
と
し
ま
し
た
が
、
ワ
ン
オ
ン
し
た

ヨガの様子

団体の部優勝の電力総連Ａチーム

善
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
続
い
て
行
っ
た
の
は
基
本
的
な

ポ
ー
ズ
で
す
。
普
段
か
ら
ス
ト
レ
ッ

チ
や
運
動
を
し
て
い
る
と
、
体
も
リ

ラ
ッ
ク
ス
し
て
ス
ト
レ
ス
が
少
な
く

な
り
、
血
流
が
良
く
な
り
免
疫
が
上

が
る
と
言
う
事
で
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍

で
の
運
動
不
足
や
、
デ
ス
ク
ワ
ー
ク

が
増
え
て
姿
勢
が
あ
ま
り
変
わ
ら
な

い
生
活
を
し
て
い
る
中
、
教
え
て
も

ら
っ
た
簡
単
な
ヨ
ガ
は
無
理
な
く
出

来
る
と
好
評
を
得
た
教
室
と
な
り
ま

し
た
。

じ
ゃ
が
い
も
堀
り
大
会
開
催

南
薩
地
域
労
福
協

　
12
月
4
日
（
土
）
南
薩
地
域
労
働

者
福
祉
協
議
会
支
援
の
も
と
、
指
宿

地
区
退
職
者
連
合
指
宿
支
部
主
催
に

よ
る
じ
ゃ
が
い
も
堀
り
大
会
が
、
指

宿
市
開
聞
の
畑
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
天
気
に
恵
ま
れ
快
晴
の

中
、
大
人
54
人
、
小
学
生
・
幼
児
が

9
人
が
参
加
し
、
和
気
あ
い
あ
い
と

し
た
雰
囲
気
で
ジ
ャ
ガ
イ
モ
堀
り
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　
大
き
な
じ
ゃ
が
い
も
が
と
れ
る
た

び
に
、あ
ち
こ
ち
で
歓
声
が
あ
が
り
、

子
供
た
ち
も
大
喜
び
。
畑
を
耕
作
し

た
指
宿
市
職
労
の
川
畑
光
弘
さ
ん
夫

婦
の
努
力
の
賜
物
と
感
謝
し
な
が
ら

収
穫
し
ま
し
た
。

　
収
穫
後
は
近
く
の
空
き
地
で
空
く

じ
な
し
の
大
抽
選
会
が
行
わ
れ
、
米

等
た
く
さ
ん
の
景
品
に
皆
大
喜
び

で
、
参
加
者
一
同
大
満
足
の
1
日
で

し
た
。

市
職
退
職
者
会
）
で
し
た
。
賞
品

も
た
く
さ
ん
準
備
し
今
年
は
ち
ょ
っ

と
し
た
抽
選
会
も
行
い
ま
し
た
の
で
、

参
加
者
は
、
た
く
さ
ん
の
賞
品
を
抱

え
て
笑
顔
で
帰
途
に
つ
か
れ
ま
し
た
。

「
第
7
回
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
」
開
催

姶
良
伊
佐
地
域
労
福
協

「
第
７
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
」

北
薩
地
域
労
福
協

　
12
月
４
日
（
土
）
10
時
半
か
ら
隼

人
教
育
会
館
で
、
国
際
ヨ
ガ
協
会
２

段
講
師
の
徳
永
真
由
美
先
生
を
招
き

「
ヨ
ガ
教
室
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
18
人
で
し
た
。

　
最
初
は
「
顏
ヨ
ガ
」
を
行
い
ま
し

た
。
呼
吸
と
と
も
に
ゆ
っ
く
り
と

首
回
り
を
ほ
ぐ
し
た
の
ち
、
首
か
ら

鎖
骨
に
か
け
て
優
し
く
リ
ン
パ
マ
ッ

サ
ー
ジ
し
ま
し
た
。
ヨ
ガ
の
呼
吸
法

を
取
り
入
れ
な
が
ら
顔
の
表
情
筋
を

鍛
え
、
リ
ン
パ
の
流
れ
や
新
陳
代
謝

を
促
進
し
、
た
る
み
や
く
す
み
を
改

「
顏
ヨ
ガ
・
免
疫
ア
ッ
プ
ヨ

ガ
教
室
」
を
開
催

姶
良
伊
佐
地
域
労
福
協
・
姶
良
伊
佐
地

域
労
福
協
女
性
委
員
会
共
催

方
か
ら
も
多
く
の
善
意
（
１
０
、
１

５
７
円
）
を
預
か
り
、
県
労
福
協
に

届
け
ま
し
た
。
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︿
解
き
方
﹀ 

イ
ラ
ス
ト
を
ヒ
ン
ト
に
し
て
、
二
重
ワ
ク
の
５
文

字
を
う
ま
く
並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
？

―
―
ヨ
コ
の
カ
ギ
―
―

１
　
ア
イ
ス
と
か
ロ
ー
ラ
ー
と
か

４
　
モ
デ
ル
と
も
い
い
ま
す

７
　
貴
金
属
の
一
種
、
原
子
番

号
47

８
　
受
付
台
を
こ
う
も
呼
び
ま

す

10
　
人
の
目
で
は
判
別
で
き
な

い
小
さ
い
生
物

11
　
樹
木
の
太
い
部
分

12
　
蚕
の
ま
ゆ
か
ら
取
り
ま
す

14
　
…
…
介
、…
…
群
、…
…
拓

15
　
パ
ソ
コ
ン
の
入
力
装
置
の

一
つ

17
　
も
ん
じ
ゃ
焼
き
で
作
り
ま

す

19
　「
ウ
サ
ギ
と
カ
メ
」
な
ど

で
知
ら
れ
る
…
…
物
語

22
　
志
摩
半
島
は
…
…
式
海
岸

で
す

23
　
口
当
た
り
が
よ
い
…
…
な

味

―
―
タ
テ
の
カ
ギ
―
―

１
　
花
粉
症
の
人
は
こ
の
木
に

戦
々
恐
々

２
　
理
科
室
に
あ
り
ま
し
た
ね

３
　
人
や
建
物
が
た
く
さ
ん

４
　
家
紋
が
入
っ
た
和
服

５
　
１
万
円
か
と
思
っ
た
ら
千

円
。
…
…
が
違
う
よ

６
　
パ
ン
作
り
に
必
須
。
…
…
菌

９
　
世
間
慣
れ
し
て
い
な
い
こ

と

11
　
時
計
回
り
と
も
い
い
ま
す

13
　
人
口
13
・
８
億
人
、
ア
ジ

ア
の
大
国
で
す

16
　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、ア
ル
プ
ス
、

時
計
と
い
え
ば

18
　
織
田
信
長
が
印
章
に
使
っ

た
文
言
は
「
…
…
布
武
」

20
　
物
の
は
し
の
部
分
と
い
う

意
味

21
　
…
…
選
手
、
…
…
契
約

ク
イ
ズ
当
選
者
（
敬
称
略
）

　
田
中
　
良
二	

春
口
　
哲
也

　
恵
　
い
つ
み	

上
平
熊
　
学

　
中
村
　
　
愛	

山
田
　
春
輝

　
徳
留
由
美
子	

原
田
　
瑠
美

　
八
反
田
　
愛	

藤
田
　
佳
音

　
若
松
　
秀
一	

橋
口
真
智
子

　
立
山
　
達
也	

満
永
　
正
幸

　
加
藤
　
義
人	

竹
本
　
卓
司

　
野
津
　
有
人	

児
玉
　
公
輝

　
高
田
　
裕
市	

松
山
　
和
文

〔
解
答
〕
は
必
ず
ハ
ガ
キ
で
解
答
、

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
職
場
名

を
明
記
の
こ
と
。
１
人
１
通
に
限
り

ま
す
。
な
お
、
労
福
協
各
団
体
に
対

す
る
ご
意
見
な
ど
も
お
書
き
く
だ
さ

い
。
締
め
切
り
は
２
０
２
2
年
３
月

７
日
必
着
。
今
回
も
20
人
の
方
に
賞

品
を
進
呈
し
ま
す
。

〔
送
り
先
〕
〒
890
‐
0064
鹿
児
島
市
鴨

池
新
町
五
‐
七
　
六
階
　
鹿
児
島
県

労
福
協
「
ク
イ
ズ
」
係

　
１
月
号
の
ク
イ
ズ
の
答
え

　
多
数
の
応
募
を
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
応
募
総
数
は

111
通
で
、
109
通
が
正
解
で
し
た
。
厳

正
な
抽
選
の
結
果
、
下
記
の
20
人
が

当
選
さ
れ
ま
し
た
。

答え
「エンギモノ（縁起物）」

公式キャラクター

ピットくん（鹿児島県）

「こくみん共済 coop」は営利を目的としない保障の生協として共済事業を営み、相互
扶助の精神にもとづき、組合員の皆さまの安心とゆとりある暮らしに貢献することを目
的としています。この趣旨に賛同いただき、出資金を払い込んで居住地または勤務地の
共済生協の組合員となることで各種共済制度をご利用いただけます。

たすけあいから生まれた保障の生協です。

ひとりで悩んでいませんか？
まずはお気軽にお電話を!

安心ネットかごしま
鹿児島市鴨池新町５番７号 県労働者福祉会館 6Ｆ

連合鹿児島地域協議会内 

0120-307-830

安心ネット姶良伊佐
霧島市隼人町見次1089-1

労 働 相 談 専 用

 ユーミー隼人ビル101
連合姶良伊佐地域協議会内

0120-783-022

0120-154-052

■相 談 日：月曜日～金曜日（土日祝を除く）
■相談時間：午前10時～午後4時
■相談内容：解雇・不払い残業・有給休暇・パワハラ・セクハラ

多重債務・奨学金・住宅（増・新築）など
■相　　談：原則無料

ただし、弁護士等専門家に相談する場合は、別途料
金がかかる場合があります。

＊九州ろうきんホームページアドレス
https://kyusyu-rokin.com/

＊こくみん共済 coop＜全労済＞ホームページアドレス
https://www.zenrosai.coop

＊労福協ホームページアドレス
http://blog.rofuku.net/kagoshima/

＊「あつまれ！ユニオンスクエア～＃毎月05日は連合の日～」
　ホームページアドレス　「Action! 36」
https://ja.twitcasting.tv/unionion

ATM利用手数料 ATM利用手数料

は２０２０年４月１日現在の概要です。


